一八二〇年代におけるサウス・カロライナの社会経済状態とカルフーンの政策の転換 by 清水 博 et al.
1 1 リ
あ つ  とン行 ‐ 不  卜
こ う  知  た
Vた




ニf i : , 手三二: i
星誌全' 「1 差東宮イ
代 を 0 ほ る 羊 ニ テ ブ
垢 を 行 T ゴ 予 瞥 と ま
!,   ウ   |―   ~~  よ   EE」  二 ‐  ブ    タ
三二ど全二葉百是チ
妥 生 天 年 竺 官 す 喜 テ
.  | |  々   十 ‐  r卜 l  ヵ、   卜   ■ 、   !
ど雪笙年干虐貿浄|
ア; : 辱7 二ょf 雪舞力ヽフ  ィい ,=々  .  ェr  l↓  十‐  巳耳
■ ヽ ど を E ■ = “ モ
=(  ■    十  ヽ  工i   ==    ′   ,   本 =   i
芋 ス キこ 丁|, ァレ ||  ｀ ス  i
身 i 上 零 千 ゴ| ■ 丁 々
, ″   に_ リ  ド  1古 ワ /( に
f  ■  ス ↑戸  ■  す !  ハ 戸 i F・'  フ  Lし ▼  亨i  下     う 三
/  ■        ,す   'f  乃  ヽ 万   生 二  L
発 生
一  き  こ   ラ  七  逗
ま た  地  ナ  ン  の
tよ  =  に,  メ、  に  よ11
司   メ   丈 ま  /｀   /よ   下 舟
き十ア ;E は  つ  が
'ノ  ]弧   」
~ 1)し
 出〒  ヽ 【
__ネ ギー  デ司  掌 1  市   ビ
雇: : ぎ遷ぎ|
状 '  ・   b  と |(  1,(  二
_ F g  フ  キ ざ う  「幌  ン
L K  」  と   と  市 J   ヽ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〒 二 を ン 帝 十 六    第 二 表    け




1黒 東=見■ _ど す  1 初  烏  一
- 4 1 , F ] 急をど号坪と号I - l  B e ュu f O 止 1 4 , 6 7 9  2 7 , 5 2 0  下
言::担るこ:こ31ま
い的n… 打1中|モ






↓ イ を  復    屯
i : 器ヒ落手長




;=蒙 ピれ 夢キザ1ドドキ苦 十晋―  :兵 ギa卜 1蕊 4卯 布 価
: 言三! ! 合≧! 硫官烹きそ辛望つ谷1  1 詠 倉凛ち 亨! 配o 授8 ‐m 6 _ 醤
| ' 苦空宣堅' 要三推を致士奎重寮石  ■ 蛇= ( 千 子 収1 あ7 1 ■3 1 懲ホ= 字 甲 | ! 狂磐 、/ 署 掌 雇 も 撰 五 も ポ か    ■!  鬼言 ド ・ ・ 1 じZ = Z b / 1 1 1 じ1 艦ひ′卒  β  ヽ イ ←           ■ ■
1 1 f デ小 … Ⅲ 与 4 - 十 十 ケ= 印 J  f = キ 論 皐 研    r ■  に I 濡 万  河  ] R 9 ` ,  9 上R ‐ 輌 R ' ま 全
畳 1 中 ど ヽ = 楽 | ヨ千 年 写 ダ 屯」高 群 苔 誉  1  1 1  1 〔1 鰐 T  T  ユ
~ ~ ~ 本 一
毛 米
き 下 上 中 ど 1 本 星 | = 写 l  U ~ t p で旬 帯    ■  強 ウ ■ 与  | 1  l Q っ食 9 志 1 ? コ子
,吾   rら   、
十
  tと   、   十 ギ   1士   |≧   ァ   十   V″
  一
  rふ   1   ニ    キ    i            十 r    ・
      月    '       1
|↑  ■ =  1   、  1表  ■ ど  に ニ  イ    ド   十  `       ‐ ■         ■ ,  ど ‐          ■ 1    1‐   T  t  r     l!                     え継 ・干 人  11  に  ■  に  ■   「  t i [ H  ‐  京  市     才 ' 球         ■ |  」 : 万  t す 、    キ ■                十  _
1中   デ て   ｀   ▼   ■   ヤ  ヽ 官   !■         セ   ツ ｀`  ` 'す  ` /ふ    に 1       、 ヤ   ‐ =             ■       十 _  _        イ
       1ハ
    ー 。ぅR  ―   氏 " ョ   |   ●  T  I  卜   ・ つ
' 全: 全書: : 雀万肇↑く! 昇曇毎弄 l f 「 呈暑 審品1 歩; 1 品1 袴脅人   ｀  ヤ十~  人  ズ   4'  li          ■ | |   ‐1、  |  =三  産       「|
―ギ   1   ~「   とJ二   にリ   イ■   る       |       ||      イ    ー十   ノコ  「手       キ=フ = れ = の あ る 最 人 1 合 1 + 全 o れ
|   =ニ  デ宮   「 Ⅲ    ・
じたし    ウ。 1  1  ウ Ψ  I ′
r
 々  所    十   “ _十 Ⅲ … ■ | ■_,1下
Ⅲ Ili 声 , ば   る  「  = ナ ′  抗  上し  1  弁  ギ  ′よ 年  年         ‐ ■!   ャ i T  I  げ )   4立       |    |    十 g
r r を` T サ , ■ ! 一ナ F ヵミ 4 1 …… … 不  ‐  ・‐  J r  t ‐
レ _ 一 ｀  コR ? R ? 晰1 コR I わ
格 ■
力 上. a  f ! 1 守 f 里 ど レ手 で
｀
= 「 | ぞ ?  1  1 1  転
智 生
う
 に ' ~  ~ :  本 | =
容ギ些干1 空`′i 奪i キ署月握官公学1 讐 |  | ‐1 皇ギ F 五 織 l i l ! ! 1 1 1 1 : 者
長湛寅会望 妥樫含犀審末署行争I T塩与) 1  子 | 1菖 |力■:  ル l i : l i  ;千1 1  R R芳
蕉 t 青 実 ・ 経 疑 五 打 質 投 = 托 苫 う ち    ■ |  い 活 て v _ :  1  ~ ~  |  1 年






































































































































































































































年 一  表
席   サ,   「 ,今|コ=
|だE
づ 甘 ヽ ャ 上 ょ 寧
t ヽ
f やん た 争 会
の こ 志   ■ | ‐ 圭 声 上 土) 倖 i    l   イ ・
緒
｀
占 人 の す 規 が 長 黒 手 費 念 ぁ 口 | ゃ、 十  ■ |  三た か 7  1 1 + ~ ヤ
 ~ ~ 十~ 半
: 工 と= ュ 禁 挙 】
ン     ■  卜, は ふ V ユ  1  l R ψ ア 辛_   ,          卜 !      ン にi  rr  υ _り  Ⅲ 虫    ン
を と 黒 ど 晨 ニ モ 冗 , 1 考 京 全 ↑ 京  !  計 算景 隼 手  T I ~ ~  ~  ~ 十均f i : 曇宮呂: 士爪鑑予そ1 室 l  r i  l  主1 寓を笑該 : 1 8 距2 0 2 1 1 1 9
i   とァ  十土  よ   フ 。  '  吊   者   苫   千千  つ   _｀  ▼   i17  下    ′
↓
  !      |      十 ■■    ヤ  ヽ 二   十五i  争       の   ―      |       |E : I I 経
と智椿不篤i l 塁海宋笛ラ買 |  = l i  f こ曇と 書! : : 」子号 号:
: 尋署亭互1 審: 二尼| モ子早1 言 |  : 1 農8 堅撃 骨! ずご! ゴ上上二| ロ|||      ||イ   i■   マキ   タD        十~ム
■  ノ(  ブL   I   生 L  ご   yリ   ツタ  メ丁   、  ■'  ヤL  f卜   /ミ   ノ 、`  /υ      l      l■ t■    1ご   t  吉 え  た 車
■:よ   上 E=  'ス                =|十 lr    に 戸   卜    げ ジ  |たti       ltt




































































































































































































































































































































































十七 る に こ 八 す 後 れ の 業 出 時 港 た し ヨ と
°
。 の イ 新 四 で が 治 松 ン 三 L を の の あ が な
■  ′=  手    i   百  ,十  r―  ,メ  ゐ   々  .■  ィ  文  小  ヽ 再   ャぅ    ` ス
E 虫 イ い 俵 最 わ 反 生 1 年
｀
た で 由 て 州 手
― → ・ 古 ヤ よ 力 は う ゐ 庁
~ 拘
十 , ヤ ｀ 十と E ■
1 暮t 貿店守芸奮窒窪【「王r : 蟹義T
イツ  ,「ギ   ッ  ■宮, (1  1ス    ヽ  =  ili  舌t  ―‐  毛  よ下  業享   卜  '式  下  只
= 弾 : ユ 手 百 モ 上 十 摯 とくとゴ費 ユ て , 下
i=  |‐   イ    早   1士   崖 ュ  ,二   =■   ]  ナ ′  ●   ′ 「、   十   ~片   当    ァ   ギ   戸
とど      it   や   rt   r  ―
ム  |=F  tよ  手   ト  トす  |   !一  f本  '   ■   言支
' 誓暴景モど壱1 生土ネi l て岳香, 茎腎
フ  タ リ 鮮  工     る  手  ほ  音  打
＼
 上  全  ン  か   フ   打   を さ に 吐
、   ■   ―ぃ   '  ■ ・  土 白  と    と    ,_  ル ア  ユ _  r=  _「 ェ  す 、   ヵ   ギ    P   l
々士軍十1 み! 亡 i r 〕1 カ! X い▼ | > と喜
奮争至 炉経害彗 : 督F l 秦すにを. 語二
騒士ま上! | | 〒整 4 F T 占とす士キ で了項真
1 ! 型どえゴ 子をよP をとスと 1` 1 キ= ! 1 だ
官賢書を言うI ! i / ｀
こ
l t 子と晏; 堅毒を籍
r  ′=  |ど  と  r  ェ      ′ と     ヽ |  十   二   f  l  :lJ Iた ど1 虫ツ九
暴F 皆買憂だ ≧ l i モニ亀痕掌挙: 催
畳を重醤セ見 育 下天畳モ畢ゴξ掃
は と つ に
一 F i
■  く    た  土  地
1瓜     メ レ I 〕  身   |   に   だ 、  ‐ビ  カ ｀
い  知
嵐  ―
一 ― ・ | [_
1   ｀   ′千  オ   ィ
つ ヽ ど   と























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 次 |セ ント
‐     ス
1816    25 4    】キ
|  に
1817  1  29 8     ャs
. . 、… Ⅲ っ… Ⅲ ャす
わ
l R 門 1 4 品  綿
の
1820 1 152  価
1    格
1821  1  17 4  1  1ま
上ヽZ=  1  11 う   l  r
l        l   ′' ｀
1825    11 9
1826     9 3
1327     9 7
上bZ  ヽ |   ヨ b  l
18291 891
lbUけ     b 4  ‐
f i ん碑 [ 孟 蛇
一
と と 地 つ 千 帯 八
と 雄 方 た 万 で =




在 来 荏 丁 卜t 4 午
t々 圭  ∩   ヨ  千  う  の
特 在 モ 十 力ち 荏
ィ と  六
結i  ｀ つ
Prl  み イ
ギ  ナ  批
ン  の   1ま
ド 縞  サ
捜件ギ 写二窪妥
存 ≧ 市 ′ヾ 八 節 ・
亘 害 ス ス 言 ヤ1 1
,キ  ,ラ   ー■
有 年 ィ て ギ 年 宅
口: イ な ▼ 王 = と|
:2=  1=F   ツク |    ~   ■   1
【
丁 _  iゴ  , i  Ⅲ  〒  モ
:, 生 た 1! ン tサ【
坪 ? ま` 王 キ 1 ｀t 聖
ゑ : 『培 1 東
V ( :
審 土 ゴ 上 下 こ! ;
結お あ 第 二 年 に
! ? こど を = 王 f
五だ と 世 i t i ナi あ
h   ち 、   1停    =ぐ   ↓ ■    !|   ||!
｀
ゎ 善 ち 合 ンー
労 1 'ユ 曳3国  卜i iヨ
1 」    石           |
る  “ま      マ よ  TH  ―    レ リ
























































































































































































































































































































































































































































































































































ヤ 1 供 二 T と 需 ユ l i  t t  S イボ 弘【 t _ 5 1 - 卒| 「ず | 、
みと   、   ツ ノ   t  イ サ  →
一  掛   |こ   ヤ ど   ア    4'  と !  ′ i   rヤ   エ =  二    _  ツ
!
お T 呑 = と` F 書 ■ そ ギ 孔 現 名 I 摺 吾 Ⅲ ■
と  i   キ i   ス   ・   〒 ―  ヽ子  ↓ 十  1■    ヽ       自   rら   十 1  今  岸 |  ザ
~  キ
十
母   呂 1  1 7   T   と   」 _  十 1
な に ギ 取 右 1 処挙
量二盆奪[ ! 毛
↑ゴ  ,二 ′ヽ _チ  ュ  ー
ー
r    ]寸 iぅ  【 J    (_   t    =
科 隻 争岩 R ! =
て 作 Q 有 リ ヨ
津 煮 各 香! 氏| ′
1氏  1｀  1｀   ア■  千1・  メ
_  P予   げ   キや:  荏   ★
の 快 b _ t よ欲 火
フ
つ
よ み は 賢 有
Ncビ コ)  I  Total   l  ヽ Vhite  l  p〈 cgro  tt  TOtalegコ 「悦al  l White  l NcgrO





























Lc iヽ n g t on













































T  R ? 0     1      1 8 4 0
表
1 5 ) 4 7 1

































] 8 6 0
卜icttro Total



























|    ,)R Rttq
1    19 6i〕う
1  1 5 , 4 3 9



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































( 1 / ,
(19)
一
■
〓
一
ｔ年
に
に
お
キ
ち
十
ワ
文
。
”
Ｅ
ラ
イ
ナ
〔
一社
会
経
済
■
雀
・γ
五
ャ
ル
タ
ー
ン
の
政
策
の
岳
換
　
　
　
　
　
　
声（
二
，
こ
保
主
十円
十帆
と
口
一
門
夜
上
の
改
卍
と
を
結
び
つ
十
た
，
，
ヤ
ー
ト主
一
〓
よ
す
る
ど
ｔ
′
リ
カ
ン
・
ン
一
テ
ム
」
が
連
邦
訴
一会
に
提
出
さ
れ
た
と
≡
、
市
車
ｒ
、
‐―
十
一丁
ン
ド
●
三
ギ
と
、
西
部
ｒ■
Ｔ
Ｆ
と
一
マ
つ
一
耳
，
∴
ｒ
，
だ
今
一部
が
こ
れ
に
反
十対
し
た
。
　
一
八
ｉ
四
仁
サ
ウ
ア
丁
エカ
宮
ｉ
イ
ナ
，
コ
一
ｌ
ヵ
ル
▼
ン
Ｌ
道
路
、
年
市
中
の
改
史
々
」連
邦
”
者
市
ギ
】
有
う
二
と
に
Ｆ
対
↓
し
て
い
る
こ
そ
の
理
由
は
自
州
の
着
一路
の
改
見
に
よ
一
ド
，
も
景
さ
れ
ず
、
自
分
た
ち
の
収
め
た
詰
本
一が
■
対
う
道
一路
に
使
常
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
す、
二
，く
ｉ
以
後
●
れ
つ
価
格
の
下
ｒ落
十
一び
十
ウ
ス
。
”
ョ
〓′
「
十
つ
ブ
ンテ
ン
タ
ｌ
ｎ
・不
況
の
原
一因
は
保
護
門
抗
に
の
み
帰
す
べ
学
阜
ｔ
，Ｉ
な
か
つ
一
ｆ
″
、
す
ラ
ン
デ
ー
に
キ
ら
ヤ托
革
一的
エ
キ
者
つ
「
ゃ己
的
■
保
護
門
Ｒ
に
あ
う
と
し
た
ど
側
エ
ク
ー
パ
ー
■
長
は
一
八
ェ
ｉ
二
「
≡
ン
声
一
す
≡
や
ル
（り
府
‐・‐
ｒ
ｉ
どｉい
十
一
，一
，か
）
●
ボ
レ
ｆ
た
時
ネ
Ｌ
↓
一
≡
っ
‐
一　
ｉこ
‐、　
一（
■
）
　
工
　
一‐　
‐‐
　
十一
　
一一
　
ヽ
　
一ノ
　
内
ヤ
甘
田
一体
一
一
年
十
′
〓
ヤ
】／
一，
・―
一
．
↓
一
件
一
≡
〈
キ
・
ユ
わ
イ
つ
ｒｉ
一　
バ
　
‐
‐
ぃヽ
　
，　
一ｌ
Ｊ
　
●
　
ヵ′
―
ン
ブ
と
ギ
ー
一
生
！
・
―
●い
上
に
ア
十
‐ナ
ヤＡ
と
‐、ヽ
生
≡
千
再
に
ィ
拝
上
と
」！１
論
文
字
を
二
　
十
一や
平
ド脱
「と
と
い
う
圭
い
と
嶋
（
折
）
■
、　
″一
つ
ム
一
●
ｒ「ｔ一
ｔ
＋京
「
片
い
各
…
を
も
手
順
■
工
は
い
４
ん
を
手
小ｆ
，ｉ
卜
。　
■
一
に
一
〓
ど
一市
一ｋ
ｔ
ｒ
一
イを
に
■
千
と
め
，
ｉれ
、
　
ヤ
ｒ
ふ
市
中
の
け孜
科
一≡
」
，ム
な
わタ
た
ぅ　
一】
卜
に
同
州
つ
一‐無
効
市
〓
一Ｆ
一
の
主
張
が
樹
王
さ
れ
た
い
，
ｔ
Ｌ
る
，　
十
一れ
に
刺
戦
さ
れ
イ
二
一七
年
以
後
各
地
て
大
衆
の
隼
十■
一か
に
ょ
ｒ
＝
、　
ドン
ニ
　
，―
′一
ス
　
。　
一　
ミヽ
ｒ，
卜
‐
ン
一卜
　
一　
一人
一
一
八
（
一午
〔
一一埼
翠
す
十
三
た
」
一
！に
（”
ダ
ｆ
（
、
一　
虹一小ヽ
期
一百
喜
言
」
工官
≡か
角
′
か
ギ
Ｇ
Ｉ
」）
エ
ト
．
二
●
よ
う
至
，
７
ャム
・
力
ご
ラ
イ
ナ
の
情
勢
の
変
化
が
力
，
一ィ
ー
ン
に
予
昔
し
な
ｒ
，〓
浮
ふ
っ
た
。　
丁
Λ
一四
年
の
選
挙
て
は
，
大
統
相
候
補
た
ら
ん
と
し
た
か
れ
は
よ
，
セ
タ
ン
ョ
十
タリ
／
ム
に
！，〒
一わ
れ
る
こ
と
十
岳
一
‐イｉ
，
す
ウ
ス
・
″
ロ
ラ
ンィ
ナ
の
動
向
と
同
一
歩
一調
を
十と
，
な
か
（，
Ｌ
が
、
一
・へ
三
十
一」
の
手
モ
品
■
撃
不
て
は
柱
ど
」
チ
一炉
ず
■
か
に
し
な
す
れ
ば
な
ら
た
か
つ
一生
同
法
孝本
・か
　
・
―〓
院
で
賛
一合
配
工弊
と
な
う
た
時
Ｔ
，
ア
ー
ン
ト
上
旋
議
長
と
し
て
千
ィ
ス
子
，
ン
ダ
ヽ
■
コ
・
た
を
■
■
し
モ
同
案
を
否
決
し
、
保
護
門
■
に
反
”対
の
Ｌ
度
を
明
”
〔■
Ｔ
エ
ト
ィ
ル
ア
ー
ン
ト
多
生
受
国
者
と
し
一
ア
シ
ョ
十
＝
エ
ム
の
信
念
に
よ
一
イ
．行
動
し
て
十
一一ｔ
，だ
、
【
〓
ア
ン
タ
ー
中
少
上
品
地
出
身
一
あ
る
か
ら
、
本
本ブ
ラ
ン
タ
ー
の
利
己
的
な
談
論
に
ご
一と
に
同
一説
し
得
一な
か
つ
た
，
卜
）か
し
今
や
キ
毛
品
法
案
で
お
く
れ
馳
せ
な
！　
一
一
一
！
，
■
一
■
一
難
■
■
【
屯
卓
培
！
！
１
【
■
や揮
，
】
蔦
対
か
ら
在
水
つ
さ
度
を
ふ
え
、
十
一ィ
ス
・
力
Ｌ
ラ
イ
ナ
２
伴
い護
門
ｉ
反
■
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
。
し
か
し
、
大
統
拒
一
の
野
心
ｋ
■
，
〓
すヽ十、‐
力
■
字
～
り
，
ど
れ
る
峡
十店
家
と
た
る
こ
ン
手
一妨
Ｆ
、
村
「が
追
キ
〓
■
５
１と
出
る
こ
と
を
加
何
し
て
い
た
・
一
ｒ
ｆ
京
年
の
　
町
〓
ギ
ヤ卓
交
一眺
ぽ
一
の
通
過
一」土
巾一高
十
一
ア
ー
ー
を
Ｌ
〓
！中州
権
論
ｒｌ
昨噺切
〕る
を
余
は
な
く
‐上
に
。
急
と
市
者
，か
ら
ア
メ
５
ナ
リ
ス
テ
ッ
タ
一
あ
ち
と
井
難
さ
れ
た
か
れ
は
、
同
午
■
諒
士
の
要
請
に
よ
う一
て
州
権
論
●
核
心
と
も
い
う
べ
き
「
ナ
，
ス
・
カ
ロ
テ
イ
ア
の
好
釈
！一．
を
書
い
た
。
当
時
こ
の
筆
者
が
カ
ル
ア
ヽ
ン
■
占
つ
た
こ
と
は
一
八
三
〓
一！
二
Ｌ
秘
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
理
ｒｌ
・
―
よ
■
■
か
副
大
統
領
て
ら
ｈム
や
が
て
大
統
領
選
挙
政
に
も
ヤ
■
‐上
祇
，
」
考
え
て
，
・一十
′
ら
で
あ
■
‐ヤ
〃
‐一・西
部
と
高
部
り
中丼ど
キ
」
一
百
を
工
）卜≡
つ
し
め
た
ナ
え
十
一
，だ
十
八
〓
一ｎ
）々
十
四
月
一
三
日
中
リ
デ
ニ　
↓…
′　
↓■
ン
一池
十
一記
志
比
各
氏
十，
・、　
ジ
十
カヤ■
″
ン
と
カ
ル
ア
‐
ｉ
〓
り
＝
一十
一
↓
いい
一
に
，↑
一」
一ャッ
サ
キ‐け
一
ふ
う
一秘
、
「立
在キ　
」
一停々
一
一工（
「
‐‐
へ　
】
ヤタ‐ヽｆ　
ル
　
　ヽ
，　
・　
，一
十一
ン
ヤン
，　
ｉｔ
十拭
‐ｉ
ｒ≡
」ｋ
い
エ
コｆ
快
，ど
の
・工ｔ
ナ■
、　
一
ヽ
おウ
畿
生
は
【↓ど
巾はＰ
ら
一■
・
た
‐
一、　
了
全
〓
年
つ
末
Ｆに
は
副
大
統
拒
を
辞
し
Ｌ
．
！
ｉ
三
二
年
Ｐ
明
杭
法
ｋ
三
八
年
の
関
税
法
を
考
干
■
正
■
た
が
保
十誰
一関
税
●
基
本
的
な
漁
浪
変
ら
な
か
つ
た
。　
丁
全
二
戸
！〓
一
日
「
一
４
一骨
官
上
無
殉
宜
一戸
再
関
す
る
ナ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ア
（江
打
安
一志
一か
開
力、
れ
、
一
高
一日
に
翠
針
別
宣
言
≡
真
九
し
て
一
八
一
八
年
及
び
す
二
年
の
商
碇
を
無
効
な
，
と
宣
言
し
、
翌
年
土
月
一
口
ｉ
本
其
竹
ま
れ
る
エ
ン
と
し
一
Ｌ
と
工
ろ
が
保
護
関
税
に
は
反
対
Ｌ
，
州
性
・
論
に
よ
賛
成
し
た
Ｔ
，
ス
・
カ
ヨ
ラ
イ
ナ
も
一
無
効
言
言
」
ｒ
背
一
‐キ
】
の
見
解
止
一　
つ
庁
一別
れ
て
耳
ニ
オ
ニ
ス
ト
派
と
州
権
及
び
門
一由
貿
，
派
，
一代
う≡
一
こ
市
門
音
よ
関
上
の
引
下
■
十
一あ
て
セ
ニ
ム
エ
一呂
”一■
一と
邦
議
会
、　
工
審
院
を
通
じ
て
行
一わ
ん
と
十
′る
も
の
で
あ
り
、
後
！者
は
モ
●
よ
「
ｉｌｆ
千
身
た
】
を
断
！ち
　
よ
，
過
汁
一な
手
段
ｒ
卜
一ろ
う
■
一す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
州
一権
党
は
そ
の
目
的
一達
成
手
段
に
つ
い
一」種
々
‐↓一，ど
ビ十下一
年，
一十
一
，一】・ル
　ヽ
　
ｒ
一　工
‐
ｔ一
一ィ」
一／
一７
　ノ
一ｒ
ｌ‐
卜リ
クダ
い　［
′！・一帥
、　
Ｆ
」
ま中
ｒ」
ご」
中倒一作印
一代
一中力十刀
」“
一′官ギ
‐し
一に
。　　ニ
カ
中
」に
一呼一‐
）イヽ
・ユ　
一　ヽ
オ一
二　
７（
卜‐
▼ト
ル」
Ｈ
■
よ
つ
多
‐ｉ
西
北
力
山
間
■
に
■
方
が
ム
一つ
た
０
二
舟
十ら
の
地
技
Ｆ
ほ
反
隷
【
少
く
奴
隷
制
禁
止
論
者
も
い
た
。
尚
者
の
抗
争
法
は
■
，
一
八
十
〓
！
牛
■
ド
～
ｆ
げ
る
す
リ
ア一
。
■
言
ラ
「上
十
、”ャ■
一含
存
長
「一■
話
心と
カ
ル
フヤー
ン六
ヤ前
ぞ
八
の
転
，換
　
　
　
　
　
　
一
工れ
(20)
一
八
三
∩
）年
小気
に
お
け
る
サ
ウ
ス
・
■
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
社
会
経
ｒ
状
社
ブ
一カ
ル
亨
‐
ン
の
政
策
の
一弘
換
　
　
　
　
　
一
【
〕
し
／
、
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
陽
に
強
硬
策
チ
ニ
リ
な
が
ら
も
，た
、
ぼ
だ
ユ
　
・イ
了
ハ
ト
に
よ
つ
て
州
権
派
が
瓦
装
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
９
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
に
い
た
ュ
ニ
オ
ニ
ス
ト
の
有
力
者
ポ
イ
ン
セ
ッ
ト
は
，
．
タ
ァ
ン
の
秘
密
代
表
て
あ
つ
た
。
カ
ル
フ
ー
ン
は
州
権
派
の
指
導
者
と
（
２９
）
チ
う
注
て
い
た
。
，か
ゝ
る
た厄
機
に
お
い
て
妥
一税
政
治
家
ク
レ
ー
の
捉
集
キ
る
妥
，
一胃
吉
【
が
一
八
ど
〓
石
〓
百
生
一十
六
日
に
下
院
を
通
過
し
、
保
護
関
税
は
漸
次
修
正
の
万
向
に
向
か
い
、
同
時
に
ブ
ｆ
ダ
ブ
ン
は
こ
の
妥
杭
案
■
」
サ
ウ
ス
を
万
ロ
ラ
イ
ナ
が
さ
れ
な
い
時
の
た
め
に
強
制
法
を
用
意
し
た
。
し
か
し
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
も
一
無
効
官
一言
に
で
は
監
，！孝
一州
の
同
き
を
得
な
い
ば
か
り
か
、
州
一内
に
お
い
て
も
意
見
が
区
々
で
あ
る
の
で
、
妥
協
中関
一杭
茶
２
行
万
を
見
守
り
、
二
月
一
亘
よ
り
号
盲
一言
の
実
地
を
延
期
し
た
。
カ
ル
ア
ー
ン
は
本
質
的
に
は
中
席
チ
得
た
保
守
的
な
政
治
家
で
あ
り
、
文
国
的
傾
向
が
強
か
つ
た
”
・
で
、
一
・
？
影
響
の
下
に
す
ウ
ス
・
■
カ
ロ
ラ
イ
ナ
は
こ
の
妥
協
関
抗
を
認
め
一一
月
十
五
日
「
無
効
言
喜
ド
丁
を
撤
回
し
た
。　
一
一
ヽ
に
多
ｉ
論
与
コ
の
記
一　
ネ
一
（↓ク
Ｌ
関
枚
高
一題
は
南
邦
つ
談
一歩
に
よ
つ
て
解
決
し
た
の
で
キ
、ヤ
る
。
再
部
が
全
体
と
し
て
保
妻
関
税
に
反
対
し
な
が
ら
「
無
効
亘
〓
一
に
同
調
し
な
か
つ
た
梨
古
に
南
西
部
に
お
い
て
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
駆
逐
と
土
地
の
開
〓
に
，に
し
く
、
連
邦
費
に
よ
る
）得
，
り
改
員
千
■
室
↓一ぞ
あ
り
、
綿
つ
何
格
の
ほ
落
に
も
か
ヽ
わ
ら
ず
利
潤
か
あ
庁
ら
れ
た
こ
ン
一
、
デ
ァ
メ
ニ
ア
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
に
オ
ー
‥
、
て
■
■
亨
／
ラ
ン
タ
ー
の
数
は
少
く
、
■
の
上
ラ
ン
ド
ル
フ
な
ど
ナ
ン
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
勢
力
が
強
か
つ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
協
関
抗
の
承
認
は
哉
禄
不
統
一
に
よ
る
南
部
の
欧
こ
で
占
≡
た
，
工
と
に
ア
プ
ス
・
カ
ヨ
ラ
イ
ナ
に
と
つ
て
は
そ
の
指
導
的
苅
．付
を
失
う
結
果
と
な
つ
た
！）
し
か
し
「
焦
”刺
官
一言
」
「 ‐州
権
！論
」
つ
理
論
”
忘
再
！杭
碕
垣
に
代
「
ｆ
春
一場
し
て
ヤ
一た
収
離
制
一擁
護
論
に
再
び
採
用
さ
れ
る
。
　
一
時
致
退
し
た
力、
に
ふ
え
る
「
無
効
宣
言
一
●
理
論
≡
逆
に
そ
の
後
十二
十
生
の
間
に
全
南
部
を
征
服
す
る
の
で
あ
る
。
南
北
戦
(ど1,
一中一”
一一̈〕↓一”一中”一中一
中”一ヰ砕“一中一中・一キ一
ｉ一中抑一十．一中一“
一中【「，十一中和一中何「十輛紳十一中！【市中
二
，
）●
率四
本
■
ヶ
一，飛
卜う
つ
イヽ
・ト
キた
ｕ
七
タ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ト
ふリ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
移
つ
■
一ダ
ニ
エ
ル
・
ヤ子
一ず
ス
ダ
ー
か
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
ダ
プ
ン
ド
‐
の
よ
き
バ
ビ
メ
ー
タ
・―
卜」
‐、キ
わ
たヽ
すつ
±
■
９
に
、　
‐ア
ン
「一　
キ
ン「リ
ズ
，ム
，か
・つ
セ
らグ
シ
ョ　
‐■
，　
、ス
　
（
に
ｔ
ヤ
つ
，、，一
万
ル
一メ
ーー
ン
サ
も
一同
イ
す
の
「ば
▲
ム
祥
」キ
■
依
龍
心
の
一
介
「す
と
（
］身
本
国
の
運
命
と
を
身
ま
ら
造
政
治
家
と
し
て
、
高
部
の
情
勢
の
ｒ一≡
ム
〓
メ
ー
タ
ー
と
い
う
′
こ
と
，宅
す
（一で
キ
ろ
う
■
　
一
八
五
●
年
に
お
け
る
か
れ
の
死
ｋ
高
部
の
運
命
に
ン
】
つ
て
不
幸
で
あ
つ
去
卜と
い
オ
ー
う
ヘ
一護
　
（１
）
】■
命い
ｏ，村
汗
」
　
申
′Ｆ●
５
Ｆ
　
力
■
ｏ
ｏ
ｈ
虫
つｏ
〕∠
９
〓
ノ，Ｆ
４
　
一十
一
一二
十貝
夫
た
点
（２
）
り
と
き
Ｊ
ｏ
切
】
直
ぷ
ｕ
・吾
】ｏ
営
）ｇ
ｒ
」
守
三
！一言
一
″
▲
ｇ
ユ
〓
・「】
こ
こ
と
言
〔二
七
七
頁
参
照
（
３
）
米
作
に
関
し
て
は
Ｏ
Ｓ
）
ｒ
ｏ
ヽ
甲
雰
本
Ｐ
】
ユ
＞
〕
ま
津
号
ｏ
ま
と
こ
酔
）
一Ｐ
一汀
置
Ｇ
〕≡
＆
切
【
ｏ
質
ｗ
Ｓ
岸
富
ｏ
七
三
一
十
三
真
参
照
（
と
、）
∽
ｋ
Ｏ
コ
Ｃ
ｈ】
・」
員
′参
昭
小
（
氏
↓
（平
増
▼
七
三
二
真
よ
り
引
屈
（
６
）
ａ
ｇ
】
同
書
七
二
三
頁
参
照
（
７
）
命
】」「・Ч
　
同
書
一
〇
一
高
）頁
？
十一よ
に
よ
る
（
８
）
Ｏ
Ｓ
く
　
同
書
一
〇
三
一
頁
（
９
）
（甲
思
平
　
厨
車
三
（
一　
一
一貝
（
１０
（
１１
ョ
ヽ
ユ
Ｆ
命
①
〕】
じ
】
∽
ｏ
三
一
】
Ｑ
宮
生
ユ
■
　
′て
一
∩
）十
一只
の
妥
た
よ
ス
ツ
切
■
一々〕ｏ
一　
前
掲
書
一　
一
●
｛
（
‐２
）
ゴ
Ｆ
一【仰
８
　
０
「
■
）
一削
培
一書
七
（Ｕ
八
一員
の
■
）
に
よ
ネ
）
（
・３
）
雪
ヽ
≧
・
・
　
同
誉
四
四
Ａ
更
(22)
一
八
二
０
年
代
い
に
お
け
る
十
ワ
ス
・
ヵ
ロ
ラ
イ
ナ
の
■
！二
牟
桂
経
小
熊
一と
方
ル
ツ
‐
ン
の
一峡
策
つ
騒
快
　
　
　
　
　
一
〓
一
ゴ
【と
Ｆ
（し
つ
　
０
「
〕
】
同
〓
亘
三
バ
〓
〓
真
去夢
昭
ヽ
Ｏ
思
】
前
掲
誓
二
（】
一七
頁
第
四
一
表
に
よ
≡
≡
Ｑ
登
て
　
同
書
七
０
几
一【
参
照
ワ車
ユ
岩
↓
∽
口
　
こヽ
６
０
ｏ
コ
Ｂ
槽
「ｑ
｝【
り
　
、こ
る
ａ
る
竜
チ
●
一
【
′一お
＞
ヨ
ｇ
一骨
ヨ
戸
ゼ
″予
吾
一
く
ュ
　
由
　
七
三
四
百
｛の
一征
計
に
よ
る
０
こ
昭
　
前
掲
書
七
０
九
頁
参
照
∽
す
コオ
一「あ
弓
【
〕
「　
＞
申
ョ
４
・け
【
】
ｃ
ｈ
主
〕
の
“
（〕
ニ
ナ
　
一
「ェ
全
一只
カ
ル
ア
ー
ン
が
常
に
大
統
領
と
し
て
の
野
心
に
燃
十
一て
い
た
か
ど
う
′か
に
は
異
論
が
あ
る
。
　
か
れ
自
一身
は
―
）
ぼ
し
ば
モ
の
エ
ナ
一
■
イ
■
し
て
い
る
。
少
く
と
も
か
れ
が
一
八
一
二
四
年
と
一
八
碁
四
年
及
び
四
八
年
の
大
”統
領
と
挙
に
野
ャ心
■
い
だ
い
た
こ
と
は
草
一実
ネ
ｈ
る
．
【夕ｒ
ｏ
【や
一●
り
一年
●
ヨ
ユ
や
一　
＞
≡
巨
一浄
ｉ
Ｃ
”
切
（）
↓　
］
Ｏ
ｒ
ヽ
　
一し
　
一，
ф
干
≡
浮
一つ
ヤ　
ド∞
卜
」
―
‐ヽ
い年
　
一）】
　
中
Ｏ
“ヤｏ
モ
デ
　
（早
〕
一ん
申
】
げ
〕ヽ●
汀
▼　
、【ナ〓
０
　
一「ｏ
こ
【
ど
伊
一　
〇
　ヽ
∽
Ｃ
≡
と
つの
■
つ
】
∽５
一
≡
く
ュ
　
ッ
宮
く
ウ４
ｏ
　
一〕
ムみ
に
ヽ
Ｑ
る
Ｆ
〓
本
万
一
生
（、ゴ
、骨
雰
】ｔ
＞
け
宮
！白
一言
ツ【
ュ
、ィ
ヨ
Ｐ
■
〓
●
０
四
〓
一≡
〓
の
（Ｖ
Ｆ
Ｐ
〓
お
ヤ
項
よ
り
引
＝
一向
上
　
（旨
〓
ヨ
ヨ
●
壇
↑
宕
ユ
～
Ｆ
“
杵
〓
命■
」
●
　
●
手
一紙
〓
ョ
営
ｉ
雲
一
軍
≡
β
一を
】↓一ュ
▼
Ｘ
〓
】
一
四
三
京
参
Ｆ
＞
〔
Ｆ
一
５
″
，
一
？
】
シ
（
■
年
で
、　
〓
〓
（
一
一日
⌒
み
向
＝
″
≡
ユ
「
こ
ひ一
】
Ｚ
ユ
丁
】５
一一り
こ
へ〓
一
∽
Ｐ
一
丁
一首
】一″
こ
一停
∽
〓
ュ
】
合
▼
３
Ｆ
軍
・　
，こ
ぼ
▼
▲
〔
　
工
全
員
参
祐
小
∽
≡
一〓
〓
一刊
ヽ
空
吉
一
人
一
吉
】二
八
　
一
「ど
十
〓
一
十‐
′
ゥ
ス
刀
ご
手
′一「―
ザ
の
一
一
め
に
よ
一
ド
‐
ル
‐も
に
灯
ど
，一れ
作
は
か
つ
た
。
す
よ
Ｆ
こ
つ
　
新
型
拘
圭
二
ｉ
孔
〔
呈
員
Ａ
少
一点
カ
ル
ア
ー
ン
の
攻
敵
ウ
す
ン
・
ｆ
生
―
レ
ン
，
一
策
動
に
よ
る
こ
ル
一
が
大
ヤ
く
い
。
り
苫
一】ら
【
前
掲
書
、　
一
九
子九
―
工
ｎ
卜
〓
二
少
熙
二
十
Ｔ
ニ
ス
ト
派
及
び
州
権
派
に
つ
一
い
イ
一
ほ
ョ一手
一Ｆ
骨
一――
沼
峯
曇
一九
Ａ
Ｔ
十
四
！（！】
一
真
、
並
び
に
切
く
伊
〕
ｑ
車剖
掲
讐
二
０
七
十
八
京
チ
悟
こ
れ
ら
の
一蚊
台
理
論
の
大
妄
に
ハタ
‐、ヤ
て
は
Ｆ
≡
●
ｔ
′
リ
カ
た
一
ア
ィ
け
力
学
会
編
）
第
二
巷
四
一
六
一十
四
三
七
頁
参
照
（中担
）
（十拘
）
会
的
）
企
】
）
↑
ぬ
）
↑
門
）
（劉
）
（
担
）
（
２２
）
（
郵
）
（
典
）
（
労
）
（
亜
）
（
イ
「
）
（
耳
）
（
抑
）
一
３０
）
